
「行ビュー」機能について「行ビュー」機能について
Ⅳ．行－行ビュー

 行ビューコマンドは、アクティブセルが含まれる行データについて値、数式、データ型、表示形式を
一覧表示させる機能です。

 「行ビュー」ダイアログボックスの幅を調整することにより、多くの列数を一覧表示させることがで
きます。もし列数があまりにも多く、行ビューに収まりきらない場合は、縦方向にスクロールするこ
とにより確認することも可能です。

①「ActiveDataワークシートコマンド」グループ
内の「行」から「行ビュー」をクリックします。

②「行ビュー」ダイアログボックスが
開きます。



「行ビュー」機能説明「行ビュー」機能説明

Ⅳ．行－行ビュー

「行ビュー」ダイアログボックスを常に最前面
に表示させることができます。行数を入力することにより「名前」に表示

させる列名を指定することができます。
「検出結果一覧」内の「タイプ/フォーマット」項目に
ついて表示/非表示の切り替えを指定することが
できます。

「検出結果一覧」内の「数式」項目につ
いて表示/非表示の切り替えを指定す
ることができます。

セル内のデータについてデータ型
と表示形式を表示します。

数式が設定されている場合は、数式が表示されます。
日付形式の場合は、数値に置き換えられて表示されます。
数値の場合は数値、文字の場合は文字が表示されます。

アクティブセルが含まれる行のデータ
が表示されます。

「最初の行の列名」で指定した行番目
のデータを列名として表示します。

「ワークシート内の列番号を表示します。

検出結果一覧です。
アクティブセルが含まれる行データの
列名、値、数式、データ型、表示形式
が一覧表示されます。


